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反
対
討
論

　
新
田
　
勝
見
　
議
員

　

条
例
改
正
後
に
は
行
政

組
織
の
見
直
し
や
行
政
区

の
再
編
が
、
官
主
導
で
進

め
ら
れ
る
心
配
が
あ
る
。

　

市
の
職
員
が
地
区
セ
ン

タ
ー
に
居
な
く
な
る
こ
と

は
、
市
職
員
の
減
を
地
区

セ
ン
タ
ー
に
し
わ
寄
せ
す

る
方
針
。
地
区
セ
ン
タ
ー

は
、
地
域
づ
く
り
の
拠
点

施
設
で
あ
り
、
人
口
減
少

の
今
、
も
っ
と
太
い
パ
イ

プ
で
市
が
支
援
す
べ
き
。

　

行
政
区
の
再
編
に
つ
い

て
も
、
行
政
区
ご
と
に
話

し
合
い
が
必
要
。

　

地
域
の
課
題
に
つ
い
て
、

準
備
に
時
間
を
か
け
る
べ

き
。
条
例
改
正
は
時
期
尚

早
で
あ
り
、
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

　
瀧
本
　
孝
一
　
議
員

　

こ
の
改
正
は
、
現
在
の

地
区
セ
ン
タ
ー
を
、
こ
れ

か
ら
の
地
域
づ
く
り
の
拠

点
と
し
て
住
民
自
治
を
実

現
す
る
た
め
の
入
り
口
で

あ
る
指
定
管
理
者
制
度
の

導
入
。
自
立
的
・
持
続
的

な
地
域
づ
く
り
を
模
索
し

な
が
ら
、
大
き
な
社
会
構

造
の
変
化
に
対
応
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

国
を
挙
げ
て
こ
の
小
さ

な
拠
点
に
よ
る
地
域
づ
く

り
を
進
め
て
い
る
現
在
、

県
内
で
も
本
市
の
取
り
組

み
は
決
し
て
早
く
な
い
。

議
会
も
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が

ら
よ
り
良
い
方
向
を
目
指

す
こ
と
が
大
切
な
役
割
で

あ
る
。

反
対
討
論

　
荒
川
　
栄
悦
　
議
員

　

小
さ
な
拠
点
に
よ
る
地

域
づ
く
り
は
、今
後
の
遠
野

市
の
将
来
を
担
う
考
え
方
、

構
想
で
あ
る
。こ
れ
が
し
っ

か
り
議
論
さ
れ
な
い
ま
ま

条
例
改
正
だ
け
が
先
行
さ

れ
る
の
は
疑
問
で
あ
る
。

　

も
っ
と
ゆ
っ
く
り
時
間

を
か
け
る
べ
き
。
あ
ま
り

に
早
急
な
条
例
改
正
に
は

反
対
。

賛
成
討
論

　
照
井
　
文
雄
　
議
員

　

条
例
改
正
の
指
定
管
理

者
制
度
は
、
特
色
あ
る
地

域
づ
く
り
を
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
進
め
る
こ
と
が
で

き
る
第
一
段
階
と
考
え

る
。
今
年
の
市
民
と
議
会

の
懇
談
会
に
お
い
て
、
あ

る
地
域
で
は
「
市
か
ら
あ

る
程
度
の
具
体
案
が
示
さ

れ
な
い
と
わ
れ
わ
れ
も
意

見
を
述
べ
ら
れ
な
い
」
と

の
声
も
あ
っ
た
。

　

条
例
改
正
で
き
な
け
れ

ば
、
混
乱
が
生
じ
る
の
で

は
な
い
か
。

反
対
討
論

　
小
松
　
正
真
　
議
員

　

小
さ
な
拠
点
に
よ
る
地

域
づ
く
り
の
構
想
の
方
針

は
、
今
後
市
民
か
ら
の
意

見
を
聞
い
て
変
わ
る
可
能

性
が
あ
る
と
の
こ
と
だ
っ

た
。
議
会
で
議
決
し
た
後

に
条
例
の
根
拠
に
な
っ
て

い
る
方
針
が
変
更
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
は
、
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。

「
で
き
る
」
規
定
だ
か
ら

と
い
っ
て
無
条
件
に
賛
成

す
る
こ
と
は
し
て
は
い
け

な
い
。

賛
成
討
論

　
佐
々
木  

大
三
郎  

議
員

　

遠
野
市
の
現
状
は
、
少

子
高
齢
化
と
人
口
減
少
、

財
政
難
に
歯
止
め
が
か
か

ら
な
い
状
態
が
続
い
て
い

る
。こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
医

療
、
福
祉
、
農
業
な
ど
の

日
常
生
活
を
揺
る
が
す
事

態
の
発
生
が
危
惧
さ
れ

る
。
ま
さ
に
、
ま
っ
た
な

し
の
状
況
。

　

こ
の
打
開
策
と
し
て
、

小
さ
な
拠
点
に
よ
る
地
域

づ
く
り
、
地
区
セ
ン
タ
ー

へ
の
指
定
管
理
者
制
度
の

導
入
が
示
さ
れ
、
現
在
地

域
へ
の
説
明
も
行
わ
れ
て

い
る
。

　

住
民
の
理
解
を
得
て
い

る
と
言
い
難
い
地
区
も
あ

る
が
、
そ
こ
に
は
、
今
後
、

十
分
に
説
明
し
な
が
ら
進

め
る
と
い
う
一
般
質
問
で

の
市
長
答
弁
が
あ
っ
た
。

【
関
連
記
事
】

　

議
案
第
28
号
に
つ
い

て
は
、
予
算
等
審
査
特

別
委
員
会
で
も
質
疑
応

答
を
交
わ
し
ま
し
た
。
詳

細
は
７
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

9
月
定
例
会

　
令
和
元
年
９
月
定
例
会

を
、
８
月
27
日
か
ら
９
月

12
日
ま
で
の
17
日
間
の
会

期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
９
人
の

議
員
が
登
壇
し
、
市
政
を

問
い
ま
し
た
。

　
市
が
提
出
し
た
案
件
は

全
27
議
案
で
、
平
成
30
年

度
決
算
関
係
10
件
、
令
和

元
年
度
補
正
予
算
関
係
６

件
、
条
例
関
係
９
件
、
そ

の
他
２
件
を
審
議
し
ま
し

た
。

　
採
決
の
結
果
、
議
案
第

15
号
、
28
号
、
32
号
及
び

33
号
が
賛
成
多
数
、
そ
の

他
は
全
会
一
致
で
原
案
の

と
お
り
認
定
、
可
決
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
追
加
提
案
さ
れ

た
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

に
伴
う
人
事
案
件
１
件
に

同
意
し
た
ほ
か
、
議
員
発

議
に
よ
る
意
見
書
１
件
を

可
決
し
ま
し
た
。

議
案
第
28
号 

遠
野
市
民
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
・
可
決

　
条
例
改
正
の
趣
旨
は
、
市
が
進
め
る
「
小
さ
な
拠
点
に
よ
る
地
域
づ
く
り
」
に
お
い
て
、
令
和
２
年
度
か
ら
地
区

セ
ン
タ
ー
施
設
を
指
定
管
理
者
に
管
理
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
規
定
を
定
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　令和元年７月臨時会を31日に開催しました。
　国体記念公園市民サッカー場Ｂ面改修工事の請負契約の
締結について１件を審議し、原案のとおり可決しました。

7 月 臨 時 会

賛 否 の 公 表  
議　　　案　　　名 賛成 反対

議案第15号 平成30年度遠野市一般会計歳入歳出決算の認定について 14 ３

議案第28号 遠野市民センター条例の一部を改正する条例の制定について 13 ４

議案第32号 遠野市営牧野条例の一部を改正する条例の制定について 16 １

議案第33号 遠野市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を
定める条例及び遠野市保育料条例の一部を改正する条例の制定について 16 １

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17

議員氏名

小
松　
正
真

佐
々
木
恵
美
子

菊
池　
浩
士

佐
々
木
敦
緒

佐
々
木
僚
平

小
林　
立
栄

菊
池　
美
也

萩
野　
幸
弘

瀧
本　
孝
一

多
田　
勉

菊
池
由
紀
夫

菊
池
巳
喜
男　

照
井　
文
雄

荒
川　
栄
悦

安
部　
重
幸

新
田　
勝
見

佐
々
木
大
三
郎

議案第15号 ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
議案第28号 ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○
議案第32号 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第33号 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　※議長は採決に加わりません。○は賛成、●は反対。

審議結果は、遠野市ホームページで確認することができます。

賛否がわかれた議案等についてのみ掲載しています。

遠野市議会  ９月定例会  審議結果
ポ
イ
ン
ト

指
定
管
理
者
制
度
っ
て
何
？

　
市
の
公
の
施
設
の
、
管
理

運
営
を
民
間
事
業
者
等
に
委

託
す
る
制
度
で
す
。

　
「
地
区
セ
ン
タ
ー
の
指
定

管
理
」
は
、
現
在
は
市
職
員

が
常
駐
し
事
業
を
行
い
な
が

ら
施
設
も
管
理
し
て
い
ま
す

が
、
指
定
管
理
さ
れ
る
こ
と

が
決
ま
れ
ば
、
職
員
で
は
な

く
民
間
事
業
者
等
に
施
設
管

理
を
引
き
受
け
て
も
ら
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
市
は
、
施
設
管
理
を
担
う

方
の
人
件
費
も
含
め
て
指
定

管
理
料
を
計
算
し
、
こ
の
業

務
を
受
け
て
く
れ
る
団
体
を

公
募
し
、
議
会
に
諮は

か

る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

指
定
管
理
の
メ
リ
ッ
ト

は
、
地
区
の
現
状
に
合
わ
せ

柔
軟
に
運
営
で
き
る
こ
と
、

収
益
を
上
げ
る
事
業
を
行
え

る
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

9 月 定 例 会 9 月 定 例 会 ・ ７ 月 臨 時 会
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請
　
願

◆
請
願
第
２
号

介
護
従
事
者
の
全
国
を

適
用
地
域
と
し
た
※
特

定
最
賃
の
新
設
を
求
め

る
請
願

［
請
願
者
］

岩
手
県
医
療
労
働
組
合
連
合
会

執
行
委
員
長�

�

中
野
る
み
子

��

（
不
採
択
）

◆
請
願
第
３
号

看
護
師
の
全
国
を
適
用

地
域
と
し
た
特
定
最
賃

の
新
設
を
求
め
る
請
願

［
請
願
者
］

岩
手
県
医
療
労
働
組
合
連
合
会

執
行
委
員
長�

�

中
野
る
み
子

��

（
不
採
択
）

※
特
定
最
賃

　
地
域
別
最
低
賃
金
と
は
異

な
り
、
特
定
の
産
業
ま
た
は

職
業
に
つ
い
て
、
全
国
一
律

に
設
定
さ
れ
る
最
低
賃
金
。

議
員
発
議

　

今
定
例
会
で
は
、
1
件

の
議
員
発
議
案
（
意
見
書

１
件
）
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。

意 

見 

書

◆
発
議
案
第
３
号　

高
齢
者
の
安
全
運
転
支

援
と
移
動
手
段
の
確
保

を
求
め
る
意
見
書

�
（
採
択
）

　

近
年
、
交
通
事
故
の
発

生
件
数
は
減
少
傾
向
に
あ

る
も
の
の
、
高
齢
運
転
者

に
よ
る
死
亡
事
故
の
割
合

が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

高
齢
運
転
者
の
安
全
対

策
、
安
全
運
転
支
援
の
取

り
組
み
、
運
転
免
許
証
自

主
返
納
時
に
公
共
交
通
機

関
の
割
引
制
度
等
の
支

援
、
地
域
協
働
に
よ
る
公

共
交
通
空
白
地
の
有
償
運

送
サ
ー
ビ
ス
、
な
ど
を
充

実
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

決

　

算

特
別
委
員
会

　
決
算
特
別
委
員
会
（
議
長
を
除
く
17
人
の
議
員
で
構
成
、

委
員
長
瀧
本
孝
一
議
員
、
副
委
員
長
小
林
立
栄
議
員
）
は
、

決
算
等
10
件
に
つ
い
て
付
託
さ
れ
、
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
委
員
会
で
は
、
事
業
後
の
成
果
等
に
つ
い
て
活
発
な
質

疑
応
答
を
交
わ
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
全
10
議
案
を
原
案

の
と
お
り
認
定
・
可
決
し
ま
し
た
。

き
た
い
。

ね
っ
と
ゆ
り
か
ご

産
前
産
後
サ
ポ
ー
ト

問　
産
後
健
康
診
査
の
成

果
は
。

答　
見
込
み
を
上
回
る
利

用
者
が
あ
っ
た
。
主
治
医

に
診
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
情
報
を
共
有
し
な
が

ら
母
子
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ

な
が
っ
た
。

問　
助
産
院
ね
っ
と
ゆ
り

か
ご
の
利
用
者
の
声
は
。

答　
婦
人
科
医
の
常
駐
や

子
ど
も
を
見
て
も
ら
え
る

環
境
等
を
望
む
も
の
が
あ

っ
た
。

問　
産
後
ケ
ア
の
期
間
の

目
安
は
。

答　
国
の
指
針
で
は
産
後

４
か
月
を
目
安
と
し
て
い

る
。
そ
れ
以
降
は
、
相
談

や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
等

も
行
っ
て
い
る
。

　

妊
娠
、
出
産
、
子
育
て

と
切
れ
目
な
い
支
援
を
し

て
い
く
。

ゴ
ミ

ダ
イ
エ
ッ
ト
事
業
は

問　
前
年
度
に
比
較
し
、

ご
み
の
回
収
量
が
増
え
て

い
る
が
。

答　
ご
み
処
理
量
全
体
で

２
２
９
ｔ
、
可
燃
ご
み
に

つ
い
て
は
２
７
９
ｔ
増
え

て
い
る
。
今
年
度
か
ら
の

事
業
系
ご
み
有
料
化
に
伴

い
、
駆
け
込
み
の
影
響
で

増
え
た
事
が
要
因
の
ひ
と

つ
で
あ
る
。

問　
さ
ら
に
ご
み
の
減
量

化
に
努
め
る
べ
き
で
は
。

答　
分
別
の
徹
底
を
周
知

し
減
量
化
を
図
り
た
い
。

若
者
の
離
職
率
を

下
げ
る
た
め
に

問　
若
者
し
ご
と
サ
ポ
ー

ト
事
業
の
実
績
は
。

答　
３
年
以
内
で
見
る
と

28
％
の
離
職
率
に
な
っ
て

い
る
。
岩
手
県
の
平
均
を

見
る
と
40
％
な
の
で
、
あ

る
程
度
の
効
果
が
あ
っ
た

と
考
え
て
い
る
。

問　
相
談
す
る
同
世
代
が

い
な
い
こ
と
が
若
年
層
の

離
職
に
つ
な
が
っ
て
い
る

よ
う
だ
。
ど
の
よ
う
な
対

策
を
と
っ
て
い
る
か
。

答　
新
入
社
員
や
若
手
リ

ー
ダ
ー
対
象
の
研
修
を
開

催
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
年
代
で
相
談
で
き
る
体

制
を
構
築
し
た
い
。

遠
野
牛
の
現
状
は

問　
飼
養
農
家
戸
数
が
減

っ
て
い
る
が
対
策
は
。

答　
意
欲
の
あ
る
若
手
生

産
者
に
対
し
て
、
施
設
整

備
に
重
点
を
お
い
て
助
成

し
て
い
る
。

問　
遠
野
牛
の
ブ
ラ
ン
ド

化
を
目
指
し
て
い
る
が
、

肥
育
牛
が
千
頭
を
割
っ
て

い
る
。
ど
う
捉
え
て
い
る

か
。

答　
大
事
な
こ
と
は
遠
野

産
の
子
牛
を
育
て
る
こ

と
。
そ
の
仕
組
み
づ
く
り

を
し
て
い
き
た
い
。

問　
地
元
で
の
消
費
を
拡

大
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
。

答　
地
域
内
で
の
消
費
も

大
切
で
あ
る
が
、
地
域
発

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
全
国
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

産
直
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

業
は

問　
「
結
い
の
市
」
に
関

係
す
る
産
直
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
の
成
果
は
。

答　
農
家
の
所
得
向
上
の

た
め
、
盛
岡
商
圏
へ
の
販

路
拡
大
を
目
的
に
実
施
し

た
２
年
間
の
実
証
事
業
の

高
齢
社
会
の

総
合
交
通
対
策
は

問　
高
齢
化
や
人
口
減
少

の
中
に
あ
っ
て
、
足
の
確

保
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

　
ど
の
よ
う
な
施
策
を
講

じ
て
い
る
の
か
。

答　
定
額
低
料
金
（
２
０

０
円
）
バ
ス
の
運
行
等
を

支
援
し
て
い
る
。
今
後
、

優
遇
制
度
も
検
討
し
た
い
。

問　
交
通
空
白
地
帯
の
対

策
は
。

答　
こ
れ
か
ら
小
さ
な
拠

点
に
よ
る
地
域
づ
く
り
を

す
す
め
る
中
で
、
地
域
づ

く
り
連
絡
協
議
会
を
中
心

と
し
、
交
通
空
白
地
有
償

運
送
に
よ
っ
て
各
地
区
の

取
り
組
み
を
促
し
て
い
き

た
い
。

問　
運
転
免
許
の
自
主
返

納
者
も
増
え
て
い
る
。
早

急
な
対
策
が
必
要
で
は
。

答　
高
齢
者
の
交
通
事
故

が
多
発
す
る
こ
と
に
対
す

る
一
つ
の
有
効
な
手
段
で

は
あ
る
と
は
思
う
が
、
公

共
交
通
の
希
薄
な
当
市
に

あ
っ
て
は
抜
本
的
な
解
決

策
と
は
な
ら
な
い
。

　

国
の
動
き
に
も
併
せ
て

交
通
事
業
者
と
協
議
し
な

が
ら
対
策
を
検
討
し
て
い

市 民 の声   このコーナーでは、市民のみなさまから議会に寄せられたご意見等の一部をご紹介します。
（文章は、原文のままですが、長い場合は抜粋して掲載しています。）

スマホ、タブレットで議会だよりを見ています。
いつでもどこでも遠野を知ることが出来てうれし
いです。クイズも楽しいひと時最高！
きれいな水で育った一人として外山の水澄みきっ
た流水に戻してほしいと願いつつ書きました。
� （小友町、54歳、女性）

遠野に来てあっという間に時間が過ぎます。年寄りになり
たくなくても年寄りになりますね。免許返納しやすい。交
通網、足がどこの市より、画期的に整い、トしよりにも、
オもいやりある、ノほほんくらしが、出来る街になれば、
最高だなあと思います。
� （青笹町、77歳、女性）

毎月、遠野に帰るたびに楽しみに拝読してお
ります。各議員の政治活動・政治方針が垣間
見られます。議会の中も「ガラス張り」のよ
うにお見受けしています。
� （世田谷区、63歳、女性）

「問」「答」が色分けしていて
わかりやすいです！�これから
も頑張ってください。
� （宮守町、35歳、女性）

新社会人に対する研修の様子

Ｑ 

討
論
っ
て
？

　
議
会
の
会
議
に
お
い
て
、
質
疑
が
終
わ
る
と
議
長

は
「
討
論
」
を
宣
告
し
ま
す
。
こ
の
「
討
論
」
と
は
議

案
に
対
す
る
賛
成
、
反
対
の
旨
と
そ
の
理
由
を
述
べ
て

他
の
議
員
の
賛
同
を
目
的
と
す
る
発
言
の
こ
と
を
言
い

ま
す
。

Ｑ 

請
願
と
陳
情
っ
て
？

　
私
た
ち
市
民
が
市
政
に
望
む
こ
と
、
実
行
し
て
ほ
し

い
こ
と
を
議
会
に
直
接
訴
え
る
制
度
で
、
誰
で
も
だ
す

こ
と
が
で
き
る
大
事
な
権
利
で
す
。

　
請
願
は
、
紹
介
議
員
を
必
要
と
し
、
そ
の
問
題
を

所
管
す
る
委
員
会
が
審
査
し
、
そ
の
後
、
本
会
議
で

採
択
、
不
採
択
を
決
定
し
ま
す
。

　
採
択
さ
れ
た
請
願
は
、
意
見
書
が
発
議
さ
れ
、
議

決
後
に
国
や
関
係
省
庁
、
市
に
送
り
、
そ
の
実
現
を
要

望
し
ま
す
。

　
陳
情
は
、
紹
介
議
員
を
必
要
と
せ
ず
、
原
則
陳
情

書
は
写
し
を
全
議
員
に
配
布
し
ま
す
。
各
議
員
は
、
趣

旨
や
要
望
事
項
な
ど
を
確
認
し
、
対
応
に
つ
い
て
会
派

な
ど
で
協
議
し
ま
す
が
、
本
会
議
や
委
員
会
で
の
審

査
は
行
い
ま
せ
ん
。

　
請
願
、陳
情
の
提
出
に
は
、期
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、

提
出
を
希
望
す
る
方
は
、
遠
野
市
議
会
事
務
局
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
遠
野
市
議
会
事
務
局

　
　
電
話
０
１
９
８-

６
２-

２
１
１
１

　
　
　
　

�

内
線
１
７
２
・
１
７
３

市
議
会
っ
て
何
だ
ろ
う

決算特別委員会 9 月 定 例 会
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１
年
目
で
、
主
に
「
結
い

の
市
」
へ
の
配
送
シ
ス
テ

ム
構
築
を
図
っ
た
。

問　
「
結
い
の
市
」
撤
退

の
影
響
は
。

答　
結
い
の
市
産
直
組
合

員
は
新
た
な
販
路
拡
大
を

希
望
し
て
い
る
。
こ
の
事

業
で
構
築
し
た
配
送
シ
ス

テ
ム
を
活
か
し
、
盛
岡
商

圏
、
具
体
的
に
は
㈱
川
徳

の
販
売
面
積
を
広
げ
る
な

ど
し
、
販
路
を
開
拓
し
て

い
き
た
い
。

「
遠
野
市
営
住
宅
等

 

長
寿
命
化
計
画
」策
定

問　
計
画
策
定
の
業
務
受

託
者
は
。

答　
市
内
の
設
計
会
社
共

同
企
業
体
で
あ
る
。

問　
策
定
委
員
会
の
開
催

状
況
は
。

答　
３
回
開
催
。
計
画
の

説
明
や
提
案
に
対
し
、
市

営
住
宅
に
入
居
し
て
い
る

子
育
て
世
代
の
女
性
２
名

を
含
む
８
名
の
委
員
か
ら

ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

問　
入
居
者
へ
の
説
明
は
。

答　
こ
れ
か
ら
に
な
る
。

入
居
者
と
調
整
し
な
が
ら

丁
寧
に
進
め
る
。

問　
近
隣
の
地
域
住
民
に

も
計
画
の
事
前
周
知
が
必

要
で
は
。

答　
事
業
実
施
前
に
地
域

に
は
説
明
に
入
り
、
ま
ち

づ
く
り
に
結
び
付
け
て
い

け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

持
続
可
能
な
消
防
団
を

問　
条
例
定
員

９
３
５
人
に
対

す
る
団
員
数
を

ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
か
。

答　
平
成
31
年

４
月
１
日
現
在

の
団
員
数
は

８
８
１
名
。
充

足
率
94
・
２
％
。

県
内
平
均
よ
り

も
高
い
充
足
率

と
な
る
が
、
今

後
は
人
口
減
少

に
伴
い
団
員
の

減
少
が
見
込
ま
れ
る
。

問　
高
校
生
は
入
団
で
き

る
か
。

答　
18
歳
以
上
で
あ
れ
ば

可
能
で
あ
る
が
、
実
際
に

は
、
授
業
・
部
活
と
の
兼

ね
合
い
や
学
校
と
の
調
整

が
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。

問　
消
防
団
協
力
事
業
所

の
状
況
は
。

答　
24
事
業
所
に
協
力
い

た
だ
い
て
い
る
。
前
年
度

と
変
わ
ら
ず
に
推
移
し

た
。

問　
出
動
理
由
が
違
っ
て

も
、
費
用
弁
償
は
一
律
で

あ
る
。
理
由
に
応
じ
た
支

給
を
検
討
し
た
こ
と
は
あ

る
か
。

答　
検
討
し
て
い
な
い
。

４
時
間
以
上
の
連
続
活
動

に
な
ら
な
い
よ
う
調
整

し
、
当
面
は
、
現
状
を
維

持
す
る
。

介
護
人
材
の
現
状
と

展
望
は

問　
介
護
人
材
の
現
状
と

展
望
は
。

答　
有
資
格
者
、
専
門
職

確
保
も
難
し
い
現
状
と
認

識
し
て
い
る
。

　

昨
年
度
よ
り
奨
学
金
の

返
済
助
成
に
よ
る
新
し
い

人
材
の
募
集
や
、
外
国
人

の
雇
用
を
検
討
す
る
事
業

所
も
あ
り
、
雇
用
に
関
す

る
支
援
制
度
の
周
知
に
努

め
、
人
材
確
保
の
支
援
と

し
た
い
。

問　
介
護
に
従
事
す
る
外

国
人
の
就
労
継
続
に
は
、

サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
は
。

答　
雇
用
し
て
い
る
事
業

者
同
士
の
交
流
会
を
開
催

し
、
外
国
人
同
士
の
交
流

を
図
る
な
ど
、
就
労
の
継

続
に
つ
な
が
る
取
り
組
み

を
し
た
い
。

児
童
生
徒
の
数
学
力
・

英
語
力
向
上
へ

問　
数
学
の
取
り
組
み
成

果
は
。

答　
特
定
教
科
学
習
支
援

員
を
３
名
か
ら
４
名
に
増

員
し
、
学
習
プ
リ
ン
ト
の

作
成
や
採
点
指
導
な
ど
行

っ
た
。
実
態
に
応
じ
た
指

導
・
支
援
に
よ
り
、
生
徒

の
数
学
へ
の
理
解
が
深
ま

っ
た
。

問　
英
語
の
取
り
組
み
成

果
は
。

答　
実
用
英
語
検
定
・
英

検
Ｉ
Ｂ
Ａ
を
活
用
し
て
、

生
徒
が
自
身
の
学
力
の
実

態
を
確
認
し
、
目
標
を
持

ち
学
習
に
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
た
。
ま
た
、
教
員

の
指
導
の
充
実
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
で
き
た
。

問　

外
国
語
指
導
助
手

（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
を
1
名
か
ら

3
名
に
増
員
し
て
取
り
組

ん
だ
成
果
は
。

答　
学
校
へ
の
派
遣
回
数

を
、
平
成
29
年
度
の
２
４

８
回
か
ら
５
３
３
回
に
増

や
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

児
童
生
徒
が
生
き
た
英

語
に
触
れ「
聞
く
」「
話
す
」

楽
し
さ
を
体
験
で
き
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

が
高
ま
っ
た
。

予
算
等
審
査

特
別
委
員
会

議
案
第
28
号　
市
民
セ

ン
タ
ー
条
例
改
正

問　
地
区
セ
ン
タ
ー
に
指

定
管
理
者
制
度
を
導
入
す

る
理
由
は
。

答　
人
口
減
少
に
よ
り
地

方
交
付
税
等
の
収
入
が
減

少
し
、
職
員
数
も
削
減
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
現
実

と
し
て
市
直
営
の
行
政
運

営
は
難
し
く
な
る
。
地
区

セ
ン
タ
ー
機
能
を
維
持
し

な
が
ら
、
地
域
づ
く
り
を

進
め
て
行
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
指
定
管
理
に
よ

り
地
域
で
運
営
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
今
の
体
制

を
維
持
で
き
る
と
考
え
て

い
る
。

問　
導
入
す
る
利
点
は
。

答　
地
域
運
営
の
拠
点
施

設
と
し
て
、
例
え
ば
喫
茶

店
な
ど
の
収
益
事
業
や
住

民
が
集
え
る
空
間
と
し
て

自
由
度
が
高
く
な
り
、
さ

ら
に
有
効
利
用
で
き
る
。

問　
指
定
管
理
者
の
想
定

は
。

答　
地
域
づ
く
り
連
絡
協

議
会
が
進
化
し
た
形
の
地

域
運
営
組
織
を
構
築
し
、

指
定
す
る
考
え
で
あ
る
。

問　
導
入
後
、
市
の
地
域

へ
の
関
わ
り
は
。

答　
こ
れ
ま
で
通
り
、
市

民
協
働
事
業
の
推
進
、
地

域
運
営
組
織
だ
け
で
解
決

が
難
し
い
課
題
な
ど
は
、

地
域
と
一
緒
に
取
り
組

む
。

問　
行
政
主
導
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
で
進
め
る
の
か
。

答　
令
和
２
年
４
月
１
日

か
ら
導
入
で
き
る
条
例
改

正
で
あ
る
が
、
強
引
に
進

め
る
も
の
で
は
な
い
。
地

域
に
入
り
理
解
や
合
意
を

得
る
た
め
の
努
力
を
し
な

が
ら
、
丁
寧
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

保
育
料
無
償
化
に
伴
う

遠
野
市
の
施
策
は

問　
法
改
正
に
伴
い
、
10

月
か
ら
３
歳
以
上
児
の
保

育
料
が
無
償
化
と
な
る

が
、
お
か
ず
に
あ
た
る
副

食
費
は
無
償
化
の
対
象
に

な
ら
な
い
。

　

副
食
費
の
助
成
内
容

は
。

答　
一
定
の
所
得
基
準
を

超
え
る
世
帯
で
国
の
助
成

の
対
象
外
と
な
っ
て
し
ま

う
２
３
２
人
に
市
が
助
成

す
る
。「
子
育
て
す
る
な

ら
遠
野
」
独
自
の
施
策
で

あ
り
、
継
続
し
て
い
き
た

い
。教

職
員
の
多
忙
化
解
消

に
向
け
て

問　
タ
イ
ム
レ
コ
ー
ダ
ー

導
入
の
目
的
は
。

答　
教
職
員
の
働
き
方
改

革
を
客
観
的
な
方
法
に
よ

り
取
り
組
む
こ
と
が
義
務

化
さ
れ
た
。
健
康
管
理
、

多
忙
化
の
解
消
に
向
け
た

勤
務
管
理
に
活
か
し
て
い

く
。

問　
管
理
・
運
用
の
方
法

は
。

答　
小
・
中
学
校
の
全
校

に
導
入
す
る
。
出
退
勤
時

に
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
端
末
機

器
に
か
ざ
す
こ
と
で
、パ

ソ
コ
ン
に
デ
ー
タ
が
記
録

さ
れ
る
。
管
理
や
運
用
方

法
を
し
っ
か
り
説
明
し
な

が
ら
進
め
る
。

問　
多
忙
の
実
態
が
浮
き

彫
り
に
な
る
と
思
わ
れ
る

が
対
応
は
。

答　
こ
れ
ま
で
の
多
忙
化

解
消
に
向
け
た
取
り
組
み

と
合
わ
せ
、
デ
ー
タ
情
報

を
共
有
し
て
改
善
に
活
か

し
て
い
く
。

遠
野
文
化
調
査
研
究
費

取
り
組
み
は

問　
委
託
費
の
増
額
の
内

容
は
。

答　
教
育
文
化
振
興
財
団

へ
の
委
託
費
の
増
額
で
あ

る
。

　

来
年
度
は
遠
野
物
語
百

十
周
年
を
迎
え
る
。
節
目

の
年
を
盛
り
上
げ
る
た
め

に
、
地
域
づ
く
り
を
考
え

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
佐
々

木
喜
善
賞
を
受
賞
し
た
映

画
の
上
映
、
ま
た
、
文
化

関
係
団
体
の
交
流
な
ど
の

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
も
検
討
し

て
い
る
。

　
予
算
等
審
査
特
別
委
員
会
（
議
長
を
除
く
17
人
の
議
員
で

構
成
、
委
員
長
菊
池
美
也
議
員
、
副
委
員
長
菊
池
浩
士
議
員
）

は
、
条
例
９
件
、
予
算
６
件
、
そ
の
他
２
件
に
つ
い
て
付
託

さ
れ
、
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、全
17
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

みやもり荘で勤務するトヤさん（左）とウヤンガ（右）さん。
現場の人手不足解消が期待される

決算特別委員会決算特別委員会・予算等審査特別委員会
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小
友
町
外
山
地
区
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
開
発
に

起
因
す
る
土
砂
の
流
出
に
つ
い
て

市
長
…�

ま
ず
は
事
業
者
が
地
域
住
民
と

　
　
　
向
き
合
っ
て
い
た
だ
き
た
い

問 

　

市
が
管
理
す
る
外
山
川

へ
大
量
の
土
砂
が
流
出

し
、
下
流
ま
で
汚
濁
が
広

が
り
生
態
系
や
自
然
環
境

の
破
壊
が
進
ん
で
い
る
。

市
は
ど
の
よ
う
な
許
可
を

与
え
て
い
る
の
か
。

答
（
市
長
） 

　

道
路
占
用
、
準
用
河
川

占
用
等
を
許
可
し
て
い
る
。

問 

　

外
山
川
は
、
遠
野
市
が

管
理
責
任
者
で
あ
り
、
準

用
河
川
占
用
許
可
は
ど
の

よ
う
な
基
準
に
よ
り
許
可

さ
れ
た
の
か
。

答
（
市
長
） 

　

制
度
に
基
づ
い
て
許
可

を
し
た
。

問 

　

泥
の
流
出
阻
止
対
策
と

泥
の
流
出
が
止
ま
る
の
か

伺
う
。

答
（
市
長
） 

　

泥
の
流
出
は
止
ま
ら
な

い
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。
様
々
な
対
策
を

進
め
る
よ
う
強
く
指
導
を

し
て
い
る
。

問 

　

泥
が
止
ま
ら
な
い
の
は

こ
れ
ま
で
の
指
導
が
不
十

分
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
。答

（
市
長
） 

　

現
行
制
度
に
不
備
が
あ

る
中
で
、
こ
の
問
題
に
真

剣
に
立
ち
向
か
っ
て
い

る
。
市
長
と
し
て
市
民
の

先
頭
に
立
っ
て
い
る
と
い

う
自
覚
と
責
任
を
も
っ
て

対
応
し
て
い
る
。

問 

　

河
川
が
汚
濁
し
て
い
る

問
題
は
、
私
は
河
川
法
で

対
応
で
き
る
と
考
え
て
い

る
。
問
題
を
収
束
す
る
た

め
の
今
後
の
遠
野
市
の
対

応
は
。

答
（
市
長
） 

　

現
行
制
度
の
中
で
ど
の

よ
う
に
業
者
と
向
き
合
う

手
が
あ
る
の
か
、
今
後
の

見
通
し
を
見
極
め
な
が
ら

対
応
し
て
い
く
。

問 

　

市
長
は
今
回
の
開
発
に

対
し
て
反
対
の
姿
勢
を
示

し
て
い
な
い
よ
う
だ
が
、

反
対
し
な
い
の
は
な
に
か

理
由
が
あ
る
の
か
。

答
（
市
長
） 

　

開
発
に
反
対
す
る
姿
勢

に
つ
い
て
は
変
わ
ら
な

い
。
遠
野
の
自
然
を
守
り

た
い
と
考
え
て
い
る
が
一

市
町
村
と
し
て
は
現
行
制

度
の
中
で
は
矛
盾
と
限
界

を
感
じ
て
い
る
。

問 

　

河
川
管
理
責
任
者
と
し

て
の
市
長
の
責
任
は
大
き

い
。
市
長
は
こ
の
現
実
に

対
し
て
市
民
の
盾
に
な
っ

て
戦
っ
て
く
れ
な
い
か
。

答
（
市
長
） 

　

第
一
義
的
に
は
事
業
者

が
地
域
住
民
と
し
っ
か
り

向
き
あ
っ
て
も
ら
い
、
補

償
や
対
策
に
つ
い
て
誠
意

を
も
っ
て
示
す
の
が
大

事
。
河
川
管
理
者
が
遠
野

市
だ
か
ら
責
任
が
あ
る
と

議
論
さ
れ
た
ら
大
変
だ
。

事
業
者
に
強
く
指
導
を
し

て
い
く
。

小松　正真   議員

一問一答方式

〔
調
査
日
〕

　

令
和
元
年
７
月
22
日

〔
参
加
議
員
〕

　

16
名

◆
大
野
平
・
石
羽
根
キ
ャ

ト
ル
セ
ン
タ
ー
の
状
況
を

調
査

　

キ
ャ
ト
ル
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
者
は
、
遠
野
市

畜
産
振
興
公
社
で
あ
る
。

　

大
野
平
キ
ャ
ト
ル
セ
ン

タ
ー
は
、
畜
産
農
家
か
ら

哺
育
預
託
、育
成
預
託
、繁

殖
預
託
を
受
け
て
い
る
。

　

石
羽
根
キ
ャ
ト
ル
セ
ン

タ
ー
は
、繁
殖
預
託
の
み
。

ど
ち
ら
の
セ
ン
タ
ー
も
規

模
に
は
余
裕
が
あ
り
、
ま

だ
ま
だ
預
託
が
可
能
で
あ

る
。

　

昔
か
ら
遠
野
地
方
で
行

わ
れ
て
き
た
夏
山
冬
里
方

式
は
、
牧
野
利
用
期
間
が

限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
季
節
的
な
負
担
軽
減

に
と
ど
ま
り
、
省
力
化
・

コ
ス
ト
低
減
に
十
分
対
応

で
き
ず
、
規
模
拡
大
の
効

果
に
は
限
界
が
あ
っ
た
。

　

キ
ャ
ト
ル
セ
ン
タ
ー
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
増
頭

意
欲
の
あ
る
農
家
が
施
設

整
備
を
行
わ
な
く
て
も
、

規
模
拡
大
と
増
収
を
図
る

こ
と
が
出
来
る
。

　

キ
ャ
ト
ル
セ
ン
タ
ー
運

営
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

改
善
と
安
定
経
営
を
望
む

も
の
で
あ
る
。

市政調査会

学んで行動する議会へ

教育民生常任委員会
遠野ケアイノベーション会議�と�

ワールド・カフェ
「高齢化問題について」

開催日　令和元年７月 31 日

　高齢者福祉や介護に従
事している15名の思いを
聞かせていただきました。
　現場の声を施策に反映
できるよう、これからも各
種団体との懇談会を企画
してまいります。

息抜きも大事。

介護を
特別視しない。

希望をもって
働きたい。

福祉教育の充実を。

高齢化 ≠
ネガティブワード

福祉の仕事の
楽しさを発信する。

　ワールド・カフェは、カフェ
でくつろいでいるような雰囲気
で行われる、新しい「話し合い
の手法」です。
　さまざまな気づきや自由な発
想、アイデアを生み出すことが
できます。

本年４月の様子�中央奥から外山川、左から小友川

外山川の汚濁は止まるのか
市長…事業者に対し強く指導していく

市政を問う（文責本人） 調　査　報　告
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答
（
教
育
長
） 

　

罹
患
率
は
改
善
傾
向
に

あ
る
が
、
県
内
市
町
村
の

中
で
も
高
い
現
状
で
あ

り
、
改
善
を
図
る
必
要
が

あ
る
。

問 
 

※
フ
ッ
化
物
洗
口
に
取
り

組
む
と
の
こ
と
。
利
点
と

安
全
性
は
。

答
（
教
育
長
） 

　

む
し
歯
予
防
に
大
き
な

効
果
が
あ
る
。
安
全
性
や

有
効
性
が
確
認
さ
れ
て
お

り
、
全
国
の
自
治
体
で
の

実
施
率
も
年
々
増
加
し
て

い
る
。
実
施
へ
の
不
安
解

消
と
む
し
歯
罹
患
率
の
改

善
を
図
る
た
め
に
、
保
護

者
、
学
校
、
歯
科
医
師
会

等
の
団
体
、
関
係
機
関
と

協
議
し
て
い
く
。

※
フ
ッ
化
物
洗
口

　
比
較
的
低
濃
度
の
フ
ッ
化
物

水
溶
液
を
口
に
含
み
、
30
～
60

秒
間 

ブ
ク
ブ
ク
う
が
い
を
す

る
方
法
。

問 

　

む
し
歯
の
現
状
は
。

災
害
か
ら
の
復
旧
・
生
活
再
建
支
援
の
充
実
を

市
長
…
被
災
者
支
援
を
含
ん
だ

　
　

��

※
遠
野
市
業
務
継
続
計
画
を
策
定
し
た

歯と口の健康づくりの推進を
教育長…学校教育目標の
　　　　重点取り組みの一つである

小林　立栄  議員

一問一答方式

問 

　

も
た
ら
す
効
果
は
。

答
（
市
長
） 

　

令
和
元
年
８
月
１
日
現

在
、
市
内
の
３
歳
か
ら
５

歳
児
は
５
０
０
人
。
そ
の

う
ち
、
幼
稚
園
・
保
育
所

及
び
認
定
こ
ど
も
園
を
利

用
し
て
い
る
の
は
98
・
４

％
の
４
９
２
人
。

　

子
育
て
家
庭
の
経
済
的

負
担
軽
減
は
も
と
よ
り
、

少
子
化
対
策
の
一
環
と
し

て
効
果
を
期
待
す
る
。

問 

　

国
の
施
策
で
あ
る
幼
児

教
育
・
保
育
の
無
償
化
に

伴
っ
て
、
生
み
出
さ
れ
る

財
源
の
使
い
道
は
。

答
（
市
長
） 

　

今
年
度
は
６
か
月
間
で

約
２
２
０
０
万
円
、
来
年

度
は
通
年
で
約
４
４
０
０

万
円
の
一
般
財
源
が
生
み

出
さ
れ
る
も
の
と
試
算
し

て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
国
が
定

め
た
保
育
料
を
半
額
程
度

に
引
き
下
げ
る
な
ど
、
子

育
て
支
援
に
力
を
入
れ
て

き
た
。
平
成
29
年
度
の
出

生
数
は
１
３
８
人
。
平
成

30
年
度
は
１
６
４
人
。
微

増
で
は
あ
る
が
、
子
育
て

支
援
に
力
を
入
れ
て
い
る

効
果
と
し
て
捉
え
て
お

り
、
少
子
化
の
中
に
も
手

ご
た
え
を
感
じ
て
い
る
。

　

こ
の
貴
重
な
財
源
は
、

今
後
策
定
す
る
第
二
次
遠

野
市
わ
ら
す
っ
こ
プ
ラ
ン

問 

　

よ
り
効
果
を
上
げ
る
少

子
化
対
策
は
、
産
婦
人
科

医
の
常
勤
で
は
な
い
か
。

答
（
市
長
） 

　

県
に
対
し
、
広
域
的
な

医
療
環
境
整
備
の
視
点
か

ら
、
県
央
と
沿
岸
を
結
ぶ

中
継
地
点
の
本
市
に
「
地

域
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン

タ
ー
」
等
の
拠
点
設
置
を

働
き
か
け
て
い
る
。

　

ま
た
、
官
民
で
連
携
し

な
が
ら
、
医
師
が
遠
野
で

働
い
て
み
た
い
と
思
う
よ

う
な
情
報
を
広
く
発
信

し
、
産
婦
人
科
医
の
招
へ

い
を
実
現
し
た
い
。

に
基
づ
い
て
活
用
し
、
ハ

ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら

子
育
て
支
援
を
加
速
さ
せ

る
。
さ
ら
に
は
、「
わ
ら

す
っ
こ
基
金
」
に
積
み
立

て
、
子
ど
も
た
ち
の
挑
戦

と
活
躍
の
場
を
後
押
し
す

る
。

　

市
民
み
ん
な
で
応
援
す

る
遠
野
な
ら
で
は
の
子
育

て
の
仕
組
み
を
考
え
て
い

き
た
い
。

菊池　美也  議員
（遠野令和会）

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化　
新
た
な
財
源

市
長
…
引
き
続
き
、
少
子
化
対
策
・

�
子
育
て
支
援
に
活
用

産婦人科医の市内常勤
市長…全力をあげて取り組む

一問一答方式

問 

　

復
旧
を
妨
げ
る
課
題
に

災
害
廃
棄
物
の
処
理
が
あ

る
。
仮
置
き
場
や
処
理
方

法
を
定
め
た
災
害
廃
棄
物

処
理
計
画
の
策
定
、
岩
手

中
部
広
域
行
政
組
合
と
連

携
し
た
体
制
整
備
が
重
要

で
は
。

答
（
市
長
） 

　

現
在
、
計
画
策
定
中
で

あ
り
加
速
さ
せ
た
い
。
岩

手
中
部
広
域
行
政
組
合
と

構
成
市
町
と
で
、
処
理
対

策
に
つ
い
て
協
議
を
進
め

た
い
。

問 

　

復
旧
活
動
な
ど
長
期
間

出
動
す
る
際
の
消
防
団
員

の
負
担
軽
減
策
を
。

答
（
市
長
） 

　

消
防
資
機
材
の
軽
量
化

な
ど
装
備
の
充
実
を
図
っ

て
き
た
。
消
防
団
の
管
轄

を
超
え
た
交
代
要
員
の
派

遣
、
消
防
団
協
力
事
業
所

表
示
制
度
の
拡
充
を
図

り
、
地
域
を
あ
げ
た
支
援

体
制
を
構
築
す
る
。

問 

　
※
被
災
者
生
活
再
建
支

援
制
度
が
あ
る
が
、
適
用

基
準
を
満
た
さ
な
い
場

合
、
支
援
を
受
け
ら
れ
な

い
可
能
性
が
あ
る
。
災
害

救
助
・
生
活
再
建
支
援
の

条
例
制
定
と
基
金
を
創
設

し
、
安
定
的
な
支
援
体
制

の
構
築
が
必
要
で
は
。

答
（
市
長
） 

　

検
討
課
題
で
あ
る
。
今

後
も
県
、
関
係
機
関
、
自

治
体
間
の
水
平
連
携
に
よ

り
支
援
を
行
う
。

その他の質問

◦�パートタイム・有期雇用
労働法について

※
業
務
継
続
計
画
と
は

　
～
災
害
時
に
行
政
自
ら
も

被
災
し
、
人
、
物
、
情
報
等
利

用
で
き
る
資
源
に
制
約
が
あ
る

状
況
下
に
お
い
て
、
優
先
的
に

実
施
す
べ
き
業
務
（
非
常
時
優

先
業
務
）
を
特
定
す
る
と
と
も

に
、
業
務
の
執
行
体
制
や
対
応

手
順
、
継
続
に
必
要
な
資
源
の

確
保
等
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
る

計
画
。

※ 

被
災
者
生
活
再
建
支
援
制

度
と
は

　

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法

に
基
づ
き
、
自
然
災
害
に
よ
り

居
住
す
る
住
宅
が
全
壊
す
る
な

ど
生
活
基
盤
に
著
し
い
被
害
を

受
け
た
世
帯
に
被
災
者
生
活
再

建
支
援
金
を
支
給
し
、
生
活
の

再
建
を
支
援
す
る
も
の
。
１
０

世
帯
以
上
の
住
宅
全
壊
被
害

が
発
生
し
た
市
町
村
な
ど
、
対

象
と
な
る
自
然
災
害
、
被
災
世

帯
の
要
件
が
あ
る
。

歯と口の健康づくりは生きる
力を育む大事な取り組み

保育園で「お月見会」。お供えに興味津々。
お団子はお月さま。ススキは何に似てるかな？

市政を問う（文責本人） 市政を問う（文責本人）
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問 

　

遠
野
市
に
お
け
る
学
校

給
食
の
実
施
状
況
と
総
合

食
育
セ
ン
タ
ー
「
ぱ
す
ぽ

る
」
の
行
事
や
管
理
体
制

に
つ
い
て
伺
う
。

答
（
教
育
長
） 

　

総
合
食
育
セ
ン
タ
ー

は
、
主
と
し
て
五
つ
の
役

割
を
も
つ
。

　

学
校
給
食
の
他
に
、
栄

養
士
に
よ
る
食
育
講
座
を

実
施
し
食
育
を
推
進
し
て

い
る
。
学
校
給
食
の
食
材

地
産
地
消
率
は
約
70
％
。

高
齢
者
食
生
活
支
援
と
し

て
、
社
会
福
祉
協
議
会
が

実
施
す
る
宅
配
弁
当
を
提

供
し
て
い
る
。
災
害
時
対

応
と
し
て
現
在
一
日

七
千
五
百
個
の
お
に
ぎ
り

を
三
日
間
提
供
で
き
る
機

能
を
有
し
て
い
る
。
ほ
か

に
「
ぱ
す
ぽ
る
食
育
ま
つ

り
」
を
開
催
し
て
い
る
。

　

学
校
給
食
に
つ
い
て

は
、
児
童
生
徒
の
リ
ク
エ

ス
ト
給
食
、
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
代
替
食
や
詳
細
献
立

表
を
提
供
し
て
い
る
。
郷

土
食
文
化
、
農
産
物
へ
の

理
解
を
深
め
る
交
流
給
食

を
実
施
し
て
い
る
。

問 

　

学
校
給
食
費
無
償
化
に

つ
い
て
、
完
全
無
償
化
、

段
階
的
無
償
化
な
ど
、
保

護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る

考
え
は
な
い
か
。

答
（
教
育
長
） 

　

本
市
の
学
校
給
食
費

は
、
平
均
よ
り
安
く
設
定

さ
れ
て
お
り
十
四
年
間
据

え
置
い
て
い
る
。
就
学
援

助
費
か
ら
の
納
入
の
場
合

は
、
保
護
者
の
一
時
負
担

が
な
い
。
無
償
化
に
つ
い

て
は
国
に
お
い
て
も
議
論

さ
れ
て
お
り
、
国
の
動
向

を
注
視
し
財
源
確
保
を
要

望
し
て
い
く
。

問 
　

遠
野
市
で
の
具
体
的
な

非
核
と
平
和
の
取
り
組
み

は
。答

（
市
長
） 

　

原
爆
パ
ネ
ル
写
真
展
を

と
ぴ
あ
庁
舎
、
宮
守
総
合

支
所
で
毎
年
開
催
し
て
い

る
。
戦
没
者
追
悼
・
平
和

祈
念
式
典
に
お
い
て
非
核

平
和
都
市
宣
言
を
読
み
上

げ
た
。

　

宣
言
記
念
碑
を
鍋
倉
山

三
の
丸
跡
か
ら
蔵
の
道
ひ

ろ
ば
へ
移
設
し
、
懸
垂
幕

を
市
役
所
本
庁
舎
に
設
置

し
、
広
く
市
民
の
目
に
触

れ
る
よ
う
取
り
組
ん
だ
。

　
「
非
核
平
和
都
市
」
の

趣
旨
の
も
と
、
原
爆
の
悲

惨
さ
を
風
化
さ
せ
な
い
た

め
に
、
今
後
も
、
市
民
の

皆
様
と
と
も
に
平
和
意
識

の
高
揚
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

食
育
セ
ン
タ
ー
の
現
状
と
学
校
給
食
費
無
償
化

教
育
長
…
地
産
地
消
を
す
す
め

　
　
　
　
無
償
化
は
国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く

非核平和都市宣言と市の取り組みは
市長…今後も継続していく

佐々木　僚平  議員

一括質問方式

問 

　
「
小
さ
な
拠
点
に
よ
る

地
域
づ
く
り
構
想
」
は
、

去
年
市
長
と
語
ろ
う
会
で

示
さ
れ
た
が
、
当
局
は
そ

れ
以
前
か
ら
、
地
区
セ
ン

タ
ー
の
在
り
方
構
想
を
示

し
、
地
区
ま
ち
づ
く
り
計

画
を
策
定
、
一
括
交
付
型

補
助
金
３
０
０
万
円
に
よ

る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て

き
た
。
し
か
し
、
住
民
自

治
の
観
点
か
ら
い
え
ば
、

全
市
に
あ
る
１
１
４
の
自

治
会
に
説
明
が
な
さ
れ
て

い
な
い
事
が
お
か
し
い
と

思
う
。
合
意
を
得
る
た
め

の
説
明
を
す
べ
き
と
思
う

が
。答

（
市
長
） 

　

こ
の
「
小
さ
な
拠
点
に

よ
る
地
域
づ
く
り
構
想
」

の
市
民
理
解
は
ま
だ
十
分

で
な
い
と
の
声
が
あ
る
こ

と
は
認
識
し
て
お
り
、
市

民
理
解
と
市
民
参
画
を
い

か
に
拡
大
し
て
い
く
か
が

大
き
な
課
題
で
あ
る
。
今

後
も
地
域
づ
く
り
事
業
の

実
施
等
の
取
り
組
み
を
通

じ
、自
治
会
へ
の
説
明
も
、

丁
寧
さ
と
、
し
っ
か
り
と

し
た
手
順
を
踏
ま
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
説
明
の
場
を

設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
認
識
し
て
い
る
。

問 

　

遠
野
市
行
政
改
革
（
地

域
づ
く
り
）
推
進
基
本
方

針
に
お
い
て
行
政
区
の
再

編
を
掲
げ
て
い
る
。
進
化

ま
ち
づ
く
り
検
証
委
員
会

か
ら
は
、
自
治
会
と
行
政

区
の
役
割
の
混
在
が
指
摘

さ
れ
、
役
員
の
兼
務
な
ど

に
よ
る
住
民
の
負
担
が
増

し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
行
政
区
と
自
治
会

の
再
編
を
ど
の
様
に
と
ら

え
て
い
る
か
。

答
（
市
長
） 

　

地
方
公
務
員
法
の
改
正

に
よ
り
、
行
政
区
長
任
用

の
見
直
し
が
必
要
に
な
っ

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
将

来
行
政
区
長
職
を
廃
止

し
、
自
治
会
に
委
託
す
る

手
法
も
検
討
し
て
い
き
た

い
。
地
域
活
動
の
新
た
な

課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

今
後
、
自
治
会
等
へ
の
説

明
も
行
い
な
が
ら
、
市
民

理
解
と
市
民
参
画
を
拡
大

し
て
い
き
た
い
。

荒川　栄悦  議員

「
小
さ
な
拠
点
に
よ
る
地
域
づ
く
り
構
想
」

��

急
が
ず
に
自
治
会
と
の
合
意
を

市
長
…
必
要
で
あ
れ
ば
、

�

私
も
各
自
治
会
へ
赴お

も
む

き
説
明
を
す
る

行
政
区
と
自
治
会
と
の
関
係
は

市
長
…
新
た
な
課
題
で
あ
る
と

　
　
　

�

認
識
し
て
い
る
万
全
を
期
す

一問一答方式

すべての子どもたちが
学校給食を無料で食べ
られるよう待たれる

テーマを「小さな拠点の地域づくり」と題して
４月に行われた市民と議会との懇談会の様子

市政を問う（文責本人） 市政を問う（文責本人）
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問 

　

平
成
30
年
度
Ｋ
Ｐ
Ｉ
実

績
18
指
標
中
、
未
達
成
が

12
指
標
、
要
因
は
。

答
（
市
長
） 

　

総
合
戦
略
策
定
は
、
重

要
業
績
評
価
指
標
で
あ
る

Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
キ
ー��

パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス��

イ
ン
デ
ィ
ケ

ー
タ
ー
）
を
年
度
ご
と
に

18
項
目
設
定
し
、
総
合
計

画
審
議
会
と
議
会
に
諮
り

検
証
し
て
い
る
。
Ｋ
Ｐ
Ｉ

達
成
率
は
33
％
と
平
成
29

年
度
比
1
指
標
減
と
な

る
。
未
達
成
は
１
０
０
％

未
満
で
あ
り
、
90
％
以
上

の
達
成
率
に
置
き
換
え
る

と
11
指
標
と
な
り
、
平
成

29
年
度
と
同
等
に
な
る
。

　

人
口
減
少
が
進
む
中
、

目
標
数
値
を
年
々
増
加
や

現
状
維
持
の
積
極
的
な
数

値
に
設
定
し
て
い
る
、
こ

の
中
で
も
健
闘
し
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。

　

中
で
も
、
子
育
て
対
策

の
未
達
成
は
、
近
年
の
出

生
率
が
増
加
傾
向
に
あ
る

も
の
の
、
子
ど
も
の
総
数

を
総
人
口
や
年
代
ご
と
の

人
口
構
造
で
見
る
と
、
少

子
化
に
歯
止
め
が
か
か
っ

て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

ま
た
、
高
齢
者
対
策
の

未
達
成
は
、
生
産
年
齢
期

に
お
け
る
健
康
づ
く
り
の

意
識
醸
成
が
進
ま
な
い
ま

ま
高
齢
期
を
迎
え
て
い
る

こ
と
や
、
高
齢
期
の
就
労

意
欲
や
社
会
貢
献
の
考
え

方
も
多
様
化
し
て
い
る
こ

と
が
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

問 

　

市
内
の
新
規
学
卒
者
雇

用
数
も
減
っ
て
お
り
、
生

産
年
齢
人
口
の
割
合
が
減

少
し
て
い
る
。
対
策
が
急

務
と
な
っ
て
い
る
が
。

答
（
市
長
） 

　

生
産
年
齢
人
口
、
い
わ

ゆ
る
若
者
・
子
育
て
世
代

の
流
出
に
歯
止
め
を
か
け

る
対
策
が
急
務
で
あ
る
。

平
成
30
年
度
出
生
数
は
１

６
４
人
と
2
年
連
続
で
増

加
傾
向
に
あ
る
が
、
18
歳

ま
で
の
子
ど
も
の
各
年
齢

の
平
均
人
口
は
約
２
０
０

人
で
あ
る
の
に
対
し
、
19

歳
以
上
の
平
均
人
口
は
３

０
０
人
と
１
０
０
人
程
度

の
ギ
ャ
ッ
プ
あ
る
。
総
人

口
が
減
少
傾
向
に
あ
っ
て

も
、
子
ど
も
の
割
合
の
伸

び
に
結
び
付
い
て
い
な
い
。

　

子
育
て
支
援
施
策
を
部

局
横
断
的
に
総
合
的
に
進

め
て
い
く
た
め
に
子
育
て

応
援
部
を
立
ち
上
げ
て
い

る
。問 

　

今
年
度
で
計
画
最
終
年

度
と
な
る
。
令
和
2
年
度

以
降
は
新
た
な
総
合
戦
略

計
画
を
策
定
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ど
う
展
開
し

て
行
こ
う
と
し
て
い
る
の

か
。答

（
市
長
） 

　

地
元
で
の
雇
用
と
就
労

環
境
の
確
保
が
必
要
で
あ

り
、
新
た
な
雇
用
の
創
出

を
促
進
し
、
人
口
減
少
の

抑
制
に
挑
戦
し
て
い
く
。

遠
野
ス
タ
イ
ル
創
造
・
発
展
総
合
戦
略
か
ら

見
え
る
も
の
は

市
長
…
人
口
減
少
の
抑
制
に
挑
戦
し
て
い
く

菊池　巳喜男   議員
（遠野令和会）
一問一答方式

問 

　

平
成
20
年
度
以
降
収
支

が
赤
字
状
況
に
陥
っ
た
こ

と
か
ら
「
経
営
改
革
３
か

年
計
画
（
Ｈ
28
～
Ｈ
30
年

度
）」
を
策
定
し
、
30
年

度
ま
で
に
黒
字
化
を
目
指

す
と
し
て
い
た
が
４
９
０

０
万
円
の
赤
字
。原
因
は
。

答
（
市
長
） 

　

公
社
理
事
、
職
員
が
一

丸
と
な
っ
て
経
営
改
善
の

気
概
を
持
っ
て
設
定
し
た

が
、
赤
字
の
み
が
強
調
さ

れ
る
風
潮
に
職
員
が
萎
縮

し
、
経
営
改
善
の
気
概
に

水
を
指
す
面
も
あ
っ
た
。

問 

　

イ
オ
ン
か
ら
の
「
結
い

の
市
」
撤
退
に
つ
い
て
の

真
偽
は
。
ま
た
、
生
産
農

家
の
救
済
策
は
。

答
（
市
長
） 

　

イ
オ
ン
と
の
契
約
満
了

に
よ
り
来
年
２
月
に
営
業

を
終
了
す
る
。
生
産
者
へ

の
対
応
は
、
川
徳
を
含
め

新
た
な
販
売
先
を
探
る
。

問 

　

債
務
超
過
見
込
み
と
、

資
金
繰
り
問
題
か
ら
株
式

会
社
化
を
検
討
し
て
い
る

の
か
。

答
（
市
長
） 

　

公
社
が
自
立
し
た
経
営

体
を
目
指
す
に
は
、
新
た

な
資
金
調
達
手
段
の
確
保

が
必
要
不
可
欠
な
こ
と
か

ら
株
式
会
社
化
を
検
討
し

て
い
る
。

問 

　

ふ
る
さ
と
村
と
水
光
園

の
経
営
分
離
は
。

答
（
市
長
） 

　

経
営
分
離
は
経
営
改
革

の
一
つ
の
選
択
肢
で
あ

る
。
当
面
は
経
営
改
革
に

よ
っ
て
収
支
改
善
を
目
指

し
た
い
。

問 

　

駅
舎
の
一
部
に
宿
泊
施

設
を
設
け
る
と
い
う
案
で

あ
る
が
、
市
内
の
宿
泊
事

業
者
な
ど
関
係
者
と
調
整

を
図
っ
た
か
。

答
（
市
長
） 

　

宿
泊
事
業
者
や
観
光
協

会
等
と
の
調
整
は
、
市
が

検
討
し
て
い
る
案
が
ま
と

ま
り
、
Ｊ
Ｒ
と
の
合
意
形

成
が
整
っ
た
時
点
か
ら
と

な
る
。

問 

　

駅
舎
新
築
に
係
る
費
用

の
一
部
に
民
間
資
本
を
活

用
と
い
う
こ
と
で
あ
る

が
、
集
ま
ら
な
か
っ
た
場

合
の
対
応
は
。

答
（
市
長
） 

　

市
の
負
担
が
少
な
く
な

る
よ
う
に
、
民
間
資
金
に

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
、
多

く
の
関
係
者
か
ら
ご
協
力

を
頂
く
よ
う
に
務
め
る
。

問 

　

駅
舎
の
２
／
３
を
公
共

施
設
と
し
、
建
築
費
は
市

が
負
担
す
る
計
画
で
あ
る

が
、
民
間
資
本
の
導
入
を

検
討
す
べ
き
。

答
（
市
長
） 

　

駅
周
辺
を
「
戦
略
・
情

報
発
信
エ
リ
ア
」
と
位
置

づ
け
、
多
く
の
人
が
集
い

情
報
を
共
有
し
あ
え
る
エ

リ
ア
に
す
る
。
駅
舎
の
整

備
費
用
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
こ
れ
か
ら
の
検
討
課
題
。

佐々木 大三郎 議員

ふ
る
さ
と
公
社
の
経
営
改
善
策
は

市
長
…
株
式
会
社
化
を
検
討
し
て
い
る

Ｊ
Ｒ
遠
野
駅
舎
の
活
用
策
は

市
長
…�

Ｊ
Ｒ
と
市
の
新
築
合
築

で
協
議
を
進
め
る

一問一答方式

来年２月に営業終了する「結いの市」

その他の質問

◦�有害鳥獣駆除対
策の現状と対策
について

子育ての拠点である市内保育園の運動会（岩滝保育園提供）

生産年齢人口の減少対策は
市長…若い世代の雇用と
　　　就労環境の確保が必要

市政を問う（文責本人） 市政を問う（文責本人）
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問 

　

前
回
６
月
議
会
に
引
き

続
き
、
市
民
理
解
が
進
ん

で
い
な
い「
小
さ
な
拠
点
」

づ
く
り
の
意
義
や
必
要
性

を
再
度
尋
ね
る
。

答
（
市
長
） 

　

急
速
な
少
子
高
齢
化
の

進
展
に
よ
り
、
地
方
は
特

色
を
活
か
し
て
自
立
的
で

持
続
的
な
社
会
を
創
生
す

る
こ
と
が
早
急
に
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　

特
に
人
口
減
少
が
急
激

に
進
む
中
山
間
地
域
で

は
、
商
店
等
生
活
基
盤
が

存
在
す
る
基
幹
集
落
を
中

心
と
し
た
複
数
の
集
落
に

よ
る
「
小
さ
な
拠
点
」（
集

落
生
活
圏
）を
形
成
し
て
、

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
仕
組
み
づ
く

り
が
急
が
れ
る
。

問 

　

行
政
依
存
か
ら
自
立
す

る
地
域
社
会
の
構
築
と
、

指
定
管
理
者
制
度
へ
の
移

行
時
期
な
ど
は
。

答
（
市
長
） 

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
も
、
従

来
通
り
の
仕
組
み
で
は
こ

れ
ま
で
通
り
維
持
す
る
こ

と
が
困
難
と
な
っ
て
き
て

お
り
、
市
民
が
自
主
的
に

行
政
運
営
に
参
画
す
る
住

民
主
体
の
「
地
域
運
営
」

を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

指
定
管
理
者
制
度
へ
の

移
行
は
、
地
域
の
合
意
形

成
や
熟
度
を
し
っ
か
り
と

判
断
し
な
が
ら
、
令
和
２

年
度
以
降
か
ら
の
準
備
を

進
め
て
い
る
。

問 

　

市
内
の
実
家
・
高
齢
者

介
護
施
設
等
へ
、
首
都
圏

等
か
ら
定
期
的
に
帰
省
し

て
肉
親
等
の
見
守
り
介
護

を
し
て
い
る
、
家
族
・
親

族
等
の
統
計
の
有
無
や
実

態
把
握
を
し
て
い
る
か
。

答
（
市
長
） 

　

本
市
の
65
歳
以
上
の
高

齢
者
の
１
人
世
帯
及
び
２

人
世
帯
の
数
は
把
握
し
て

い
る
が
、
首
都
圏
等
か
ら

定
期
的
に
帰
省
し
て
見
守

り
介
護
を
す
る
家
族
の
実

態
調
査
の
実
績
や
統
計
等

の
デ
ー
タ
は
な
い
。

問 

　

帰
省
費
用
等
の
経
済
的

負
担
の
認
識
と
、
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
を
活
用
し
た

支
援
策
等
の
考
え
は
。

答
（
市
長
） 

　

遠
方
か
ら
の
定
期
的
移

動
費
用
の
経
済
的
負
担

は
、
当
然
大
き
い
と
認
識

し
て
い
る
。

　

直
接
的
な
帰
省
費
用
等

の
経
済
的
支
援
は
行
っ
て

い
な
い
が
、
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
の
趣
旨
や
基
本
を

踏
ま
え
、
制
度
活
用
に
取

り
組
ん
で
行
き
た
い
。

再
度
、
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
の
意
義
は

市
長
…
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
が
不
可
欠

定
期
的
に
帰
省
す
る
介
護
従
事
者
へ
の
支
援
を

市
長
…
ふ
る
さ
と
納
税
の
趣
旨
活
用
も
視
野
に

瀧本　孝一   議員
（遠野令和会）
一問一答方式

問 

　

今
後
も
地
区
セ
ン
タ
ー

の
役
割
は
大
き
く
行
政
改

革
が
済
む
ま
で
正
職
員
は

残
す
べ
き
と
思
う
。
自
治

会
の
在
り
方
や
、
行
政
区

再
編
ま
で
は
時
間
を
か
け

住
民
合
意
ま
で
進
め
、
行

政
と
地
域
を
つ
な
ぐ
役
目

を
果
た
す
べ
き
。

答
（
市
長
） 

　

住
民
ニ
ー
ズ
も
多
様
化

し
、
従
来
の
取
り
組
み
だ

け
で
は
、十
分
で
は
な
く
、

新
た
な
取
り
組
み
が
必
要

に
な
っ
て
き
て
い
る
。

問 

　

区
長
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
意

味
は
あ
る
の
か
。
方
針
を

無
理
に
進
め
る
た
め
の
根

回
し
と
思
う
が
、
区
長
も

住
民
の
声
を
ま
と
め
た
も

の
で
は
無
く
、
時
期
尚
早

と
思
う
。

答
（
市
長
） 

　

地
域
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る

方
々
か
ら
、
個
人
的
な
意

見
で
あ
る
と
の
前
提
で
は

あ
っ
た
も
の
の
、
地
域
課

題
が
整
理
さ
れ
、
一
つ
の

改
革
案
を
ま
と
め
る
こ
と

が
出
来
た
。

問 
　

恵
ま
れ
た
自
然
や
生
活

環
境
は
、
住
む
人
に
よ
っ

て
育
ま
れ
る
。
今
後
農
村

部
を
活
か
し
た
民
泊
や
、

芸
能
の
保
存
伝
承
、
自
然

景
観
を
生
か
し
た
事
業
な

ど
取
り
組
む
課
題
は
山
積

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
域
の
活
動
を

担
う
消
防
団
の
組
織
再
編

も
途
中
だ
が
、
そ
う
い
っ

た
整
合
性
に
つ
い
て
、
自

治
体
の
在
り
方
な
ど
、
協

問 

　

最
近
高
齢
者
に
よ
る
交

通
事
故
が
多
発
、
大
き
な

社
会
問
題
に
な
り
、
高
齢

者
の
運
転
免
許
証
自
主
返

納
が
増
え
て
い
る
。
し
か

し
、
そ
の
反
面
、
返
納
し

た
高
齢
者
は
、
足
の
確
保

に
大
変
困
っ
て
い
る
。

　

遠
野
市
は
、
面
積
も
広

く
、
車
な
し
の
生
活
は
考

え
に
く
い
。

　

市
と
し
て
も
他
市
町
村

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
返

納
者
の
負
担
に
な
ら
な
い

よ
う
な
施
策
が
必
要
と
思

う
が
。

答
（
市
長
） 

　

路
線
バ
ス
等
に
つ
な
が

る
地
域
内
の
交
通
空
白
地

有
償
運
送
（
住
民
に
よ
る

運
送
）
を
促
し
て
い
き
た

い
。

議
す
る
こ
と
は
た
く
さ
ん

あ
り
、
農
村
部
の
政
策
に

つ
い
て
も
っ
と
深
く
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
。答

（
市
長
） 

　

都
市
と
農
山
村
の
交
流

拡
大
の
観
光
資
源
と
認
識

し
て
い
る
。

　

消
防
団
の
再
編
に
つ
い

て
は
整
合
性
を
取
り
な
が

ら
検
討
し
て
い
る
。

新田　勝見  議員

地
区
セ
ン
タ
ー　
市
の
職
員
は
残
す
べ
き

市
長
…
新
た
な
取
り
組
み
必
要

高齢者運転免許証自主返納者の足の確保は
市長…交通空白地有償運送を促したい

一問一答方式

地域づくりの拠点　地区センター

定期的に帰省して肉親等を見守り介護する人々へ支援策を

その他の質問

◦�市民センター管理運営
について

市政を問う（文責本人） 市政を問う（文責本人）



とおの
議会だより クイズ

●欄に適切な言葉を入れて
下さい

この議会だよりの中に答えがあるので、
最初から最後まで読んでみてください

その ❶    議案第 28 号の内容は、地区センター
施設を○○管理者に管理委託するこ
とができる規定。

その ❷    来年度は「○○物語」が発刊されて
から110 周年！

その ❸    教育民生常任委員会が遠野ケアイノ
ベーション会議と○○○問題に

　　　   ついて懇談しました。

秋
深
き�

隣
は
何
を�

す
る
人
ぞ

�
�（

松
尾
芭
蕉
）

　
菊
薫
る
候
。
遠
野
の
郷
も
清
涼
の

秋
気
が
身
に
し
み
る
季
節
に
な
り
ま

し
た
。
読
書
？
芸
術
？
ス
ポ
ー
ツ
？

食
欲
？
令
和
最
初
の
秋
を
い
か
が
お

過
ご
し
で
す
か
？

　
９
月
議
会
は
決
算
議
会
。
市
の
お

金
が
ど
う
使
わ
れ
、
目
的
に
対
し
て

ど
ん
な
成
果
を
出
し
た
か
。
ど
の
よ

う
な
改
善
工
夫
が
必
要
か
。議
会
は
、

平
成
最
後
の
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

　
「
丁
寧
な
合
意
形
成
を
図
り
、
し

っ
か
り
と
手
順
を
踏
む
。」
と
当
局

が
約
束
し
た
〝
小
さ
な
拠
点
に
よ
る

地
域
づ
く
り
〟。
全
議
員
18
人
で
、

市
の
取
り
組
み
姿
勢
を
注
視
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
私
た
ち
広
聴
広
報
常
任
委
員
会
が

59
号
の
編
集
に
か
け
た
時
間
は
、
の

べ
16
時
間
以
上
！
親
し
み
や
す
く
読

み
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま

す
。
ご
意
見
ご
要
望
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

�

（
美
也
）

議
会
へ
の
提
言
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す！ 環境にやさしい
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編
　
集
　
後
　
記

わたしのひとこと

太田　啓
けい

子
こ

 さん 
（宮守町達曽部）

◁５歳の娘さんが描いた
　啓子さんの似顔絵

議会だより

　縁あって遠野で農業を始めて10年になる。今
では「農家のおばちゃん」が天職だと思っている。
　もともと黙々と何かするのが好きな方で、静
かなハウスの中で作物と向き合っていると、平
和だなぁと思う。自然の音に耳を傾けながら考
え事をしたり、時にはラジオを聴きながら作業
に没頭していると、あっという間に時間が経っ
てしまう。

　それまでも、一応人
並みに働きそれなりに
暮らして来られたけれ
ど、何かしっくりこな
い感じがあった。ご縁
に恵まれて今ここに居
られるのは、本当にラ
ッキーなことだと思っ
ている。
　新規就農にあたって
お世話になった方々、
いろいろ教えてくれる農家の先輩方、受け入れ
てくださった達曽部の方々に感謝を忘れず、こ
れからさらにワンランク上の「農家のおばあち
ゃん」を目指して頑張っていきたい。

このコーナーは、市民の皆様のまちづくりの夢や希望な
どを掲載しています。掲載を希望される方は、お気軽に
当事務局までお申し出ください。

《応募方法》　クイズの答え・住所・氏名・年齢をお書き
のうえ、ハガキやメールでご応募ください。議会だより
を読んだ感想や、議会へのご意見もお書き添えください。
ご意見等は、「市民の声」のコーナーで、できるだけご紹
介させていただきます。応募者の中から、抽選で３名の
方にすずらん商品券1,000円分をお贈りします。
（当選者の発表は発送をもって代えさせて頂きます。）
《あ て 先》 〒028-0592���遠野市中央通り９番１号
　　　　　�遠野市議会事務局�宛
メールでも応募できます！！ ��gikai@city.tono.iwate.jp
《しめきり》　令和元年 11月15日（金）（当日消印有効）

～議会だより58号クイズの答え～
その①�５　��その②�フェイス��　その③�シェイクアウト


